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ひろしま
のうさい

安心と信
頼を届けるコミュニケーション紙

自転車や砂遊びをするのが大好きな、
東広島市河内町の山本知佳ちゃん（5）と

凌平くん（3）。昨年８月に生まれた末っ子の
莉名ちゃんは寝返りができるようになりました。知

佳ちゃんと凌平くんは、進んで莉名ちゃんのお世話をする
優しいお姉さんとお兄さんです。

りょうへい

ち か

り な

表紙写真紹介

神
石
高
原
町

今
井 

壽
史
さ
ん（
74
）

　
　 

ゆ
き
み
さ
ん（
72
）

い
ま

い

ひ
さ

し
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広
島
県
農
林
水
産
局
農
業
技
術
課
で

「
Ｇ
Ａ
Ｐ
」
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
Ｇ
Ａ

Ｐ
と
は
、
食
品
の
安
全
確
保
や
経
営
改

善
、
労
働
環
境
の
整
備
な
ど
、
農
業
を
行

う
う
え
で
守
る
べ
き
基
準
を
実
践
す
る
取

り
組
み
の
こ
と
。
農
業
を
よ
り
よ
く
す
る

た
め
の
ツ
ー
ル
と
し
て
、
農
家
自
身
の
た

め
に
な
る
と
い
う
こ
と
を
お
伝
え
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
学
生
時
代
に
ロ
ッ
ク
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ

を
始
め
、
今
で
も
仕
事
終
わ
り
や
休
日
に

は
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

吉
岡 

弥
生
さ
ん
（
30
）

よ
し
お
か

や
よ
い

広
島
市

き
ら
り

　
損
害
評
価
会
支
所
委
員
に
な
っ
て
６
年
目
に
な
り
ま
す
。
山
間

地
で
耕
作
さ
れ
る
農
家
が
獣
害
に
遭
う
こ
と
に
心
が
痛
み
ま
す
。
そ

う
い
う
と
き
に
農
家
を
支
え
る
の
が
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
だ
と
思
い
ま
す
。

　
夫
婦
で
水
稲
約
１
㌶
と
野
菜
34
㌃
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。
30
年

前
に
始
め
た
カ
ボ
チ
ャ
も
、
今
年
は
４
０
０
本
植
え
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
も
力
を
合
わ
せ
て
頑
張
り
ま
す
。

　
広
島
県
は
昨
年
大
き
な
災
害
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
穏

や
か
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
の

第
6
回 
通
常
総
代
会
開
催

第
6
回 
通
常
総
代
会
開
催



事
業
規
程
の
一
部
変
更
に
つ

い
て

建
物
総
合
共
済
の
連
合
会

等
保
有
責
任
部
分
の
一
部
を

全
国
連
合
会
の
再
保
険
（
保

険
）
に
付
す
こ
と
及
び
こ

れ
に
伴
う
基
本
契
約
書
の

変
更
に
つ
い
て

実
施
体
制
の
改
善
計
画
の

策
定
に
つ
い
て

損
害
評
価
会
委
員
及
び
損

害
評
価
会
支
所
委
員
の
退

任
及
び
補
充
選
任
に
つ
い
て

家
畜
診
療
所
運
営
委
員
の
退

任
及
び
補
充
委
嘱
に
つ
い
て

令
和
元
年
度
農
作
物
共
済

特
別
積
立
金
の
取
崩
し
額

に
つ
い
て

令
和
元
年
度
果
樹
共
済
特

別
積
立
金
の
取
崩
し
額
に
つ

い
て

令
和
元
年
度
家
畜
共
済
特

別
積
立
金
の
取
崩
し
額
に
つ

い
て

令
和
元
年
度
に
お
け
る
借
入

金
の
最
高
限
度
額
に
つ
い
て

令
和
元
年
度
余
裕
金
預
入

先
決
定
に
つ
い
て

　
昨
年
７
月
の
西
日
本
豪
雨
や
相
次

ぐ
台
風
の
襲
来
な
ど
、
全
国
各
地
で

過
去
に
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
甚
大

な
自
然
災
害
が
頻
発
す
る
中
で
、
た

め
池
を
は
じ
め
と
し
た
農
業
関
連
イ

ン
フ
ラ
の
防
災
対
策
が
喫
緊
の
課
題

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
中
、
昨
年
４
月
に
は
農

業
保
険
法
が
施
行
さ
れ
、
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ

Ｉ
団
体
は
、
農
業
共
済
制
度
と
農
業

経
営
収
入
保
険
制
度
の
二
つ
の
セ
ー

フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
を
担
う
組
織
と
し

て
、
「
す
べ
て
の
農
家
に
『
備
え
』

の
種
を
届
け
よ
う
」
を
目
標
に
掲

げ
、
制
度
の
普
及
推
進
に
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
広
島
県
農
林
水
産
局
長
、
農
林
水
産
省 

中
国
四
国
農
政
局
広
島
県
拠
点
地
方
参

事
官
か
ら
、
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
広
島
県
農
業
共
済
組
合
（
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ

広
島
）
の
第
６
回
通
常
総
代
会
を
、
６
月

12
日
に
広
島
市
南
区
の
ホ
テ
ル
セ
ン
チ
ュ

リ
ー
21
広
島
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
総
代
総
数
1
5
3
人
の
う
ち
1
4
3
人

（
本
人
出
席
62
人
、
委
任
出
席
1
人
、
書

面
出
席
80
人
）
の
出
席
を
い
た
だ
き
、
今

年
度
の
事
業
計
画
や
業
務
収
支
予
算
等
に

つ
い
て
14
議
案
が
慎
重
に
審
議
さ
れ
、
全

て
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
農
業
保
険
法
の
施
行
に
伴
い
、
「
す
べ

て
の
農
家
に
『
備
え
』
の
種
を
届
け
よ

う
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
農
業
経
営
の
支
援

と
地
域
農
業
の
発
展
の
た
め
、
農
業
共
済

制
度
と
収
入
保
険
制
度
の
推
進
に
全
力
で

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

全
14
議
案
を
承
認
可
決

祝
辞
を
い
た
だ
い
た

来
賓

組
合
長
あ
い
さ
つ

議長を務められた

立原 俊三 総代
（東広島市豊栄町）

長本  憲 組合長理事

広
島
県
農
林
水
産
局

上
仲 

孝
昌 

局
長

　
本
年
１
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
収

入
保
険
制
度
は
、
青
色
申
告
を
行
っ

て
い
る
農
業
者
を
対
象
に
、
品
目
の

枠
に
と
ら
わ
れ
ず
、
価
格
低
下
な
ど

を
含
め
た
農
業
収
入
の
減
少
を
総
合

的
に
補
て
ん
す
る
仕
組
み
で
す
。
大

幅
な
見
直
し
が
行
わ
れ
た
農
業
共
済

制
度
と
併
せ
、
皆
様
の
ご
理
解
が
い

た
だ
け
る
よ
う
、
よ
り
丁
寧
な
制
度

説
明
を
徹
底
し
、
農
家
の
皆
様
そ
れ

ぞ
れ
の
経
営
実
態
に
即
し
た
適
切
な

制
度
選
択
を
後
押
し
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
団
体
で
は
、
昨
年
度

か
ら
４
年
計
画
で
、
「
安
心
の
未

来
」
拡
充
運
動
を
展
開
し
て
お
り
ま

す
。
行
動
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
「
よ
り
広

く
、
よ
り
深
く
、
農
家
の
も
と
へ
」

と
し
て
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
生
産
現

場
に
足
を
運
び
、
農
家
の
皆
様
か
ら

信
頼
を
い
た
だ
く
こ
と
を
第
一
に
、

農
業
経
営
の
安
定
と
発
展
を
力
強
く

支
え
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　
ど
う
か
、
組
合
の
運
営
に
一
層
の

ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う

重
ね
て
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

農
業
経
営
の
安
定
と

発
展
を
力
強
く

支
え
ま
す

提
出
さ
れ
た
議
案

第
１
号
議
案

第
10
号
議
案

第
11
号
議
案

第
12
号
議
案

第
13
号
議
案

第
14
号
議
案

第
2
号
議
案

第
3
号
議
案

第
4
号
議
案

第
5
号
議
案

第
6
号
議
案

第
7
号
議
案

第
8
号
議
案

第
9
号
議
案

農
林
水
産
省 

中
国
四
国
農
政
局

広
島
県
拠
点

那
須 

慎
吾 

地
方
参
事
官

平
成
30
年
度
事
業
報
告
書
、

財
産
目
録
、
貸
借
対
照
表
、

損
益
計
算
書
及
び
剰
余
金

処
分
案
並
び
に
不
足
金
処

理
案
に
つ
い
て

令
和
元
年
度
事
業
計
画
設

定
に
つ
い
て

令
和
元
年
度
事
務
費
賦
課

額
及
び
賦
課
方
法
に
つ
い
て

令
和
元
年
度
役
員
報
酬
、

顧
問
料
、
損
害
評
価
会
委

員
、
損
害
評
価
会
支
所
委

員
、
家
畜
診
療
所
運
営
委

員
、
損
害
評
価
員
及
び
共

済
委
員
等
の
手
当
支
給
額

に
つ
い
て

総
代
会
と
は

組
合
員
の
代
表
で
あ
る
総
代
が
、

事
業
計
画
や
予
算
な
ど
の
組
合

運
営
の
意
思
決
定
を
す
る
機
関

で
す
。
通
常
総
代
会
は
事
業
年

度
ご
と
に
１
回
、
組
合
の
理
事

が
招
集
し
ま
す
。

第
６
回 

通
常
総
代
会
開
催

第
６
回 

通
常
総
代
会
開
催

農
業
保
険
の
推
進
に
全
力
で
取
り
組
み
ま
す

農
業
保
険
の
推
進
に
全
力
で
取
り
組
み
ま
す

特集
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平
成
30
年
度

事
業
報
告

●
引
受
台
数
は
減
少
し
て
い
ま
す
が
、
大
型

農
機
具
の
引
受
け
で
共
済
金
額
は
増
加
し
て

い
ま
す
。

●
事
故
は
前
年
比
43
台
増
で
、
豪
雨
災
害
に
よ

る
支
払
額
が
全
体
の
約
6
割
に
な
り
ま
し
た
。

●
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ⅰ
広
島
で
は
、
豪
雨

災
害
直
後
か
ら
迅
速
な
損
害
評
価

に
努
め
ま
し
た
。
水
稲
共
済
で
は

共
済
金
の
仮
渡
し
を
行
う
な
ど
、

約
３
億
１
千
万
円
（
風
水
害
は
約

6
割
）
を
お
支
払
い
し
ま
し
た
。

豪
雨
災
害
に
対
す
る
共
済
金
は
、

園
芸
施
設
共
済
で
は
28
棟
に
約

4
8
0
万
円
、
建
物
共
済
で
は

3
0
7
棟
に
約
３
億
６
千
万
円
、

農
機
具
共
済
で
は
、
52
台
に
約
６

千
万
円
の
ほ
か
、
家
畜
共
済
、
果

樹
共
済
、
畑
作
物
共
済
で
も
お
支

払
い
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、

被
災
さ
れ
た
農
家
の
復
興
の
一
助

と
な
れ
る
よ
う
、
制
度
の
普
及
に

努
め
て
い
き
ま
す
。

西
日
本
豪
雨
災
害
に

対
す
る

共
済
金
お
支
払
い

30,989
53

25,825
28,244

494
141
747

61,179
10,504

158,176

万円
万円
万円
万円
万円
万円
万円
万円
万円
万円

1,430,068
484

851,716

114,165
2,564

200,152
122,849,166

1,974,004
127,422,319

万円
万円

万円

万円
万円
万円
万円
万円
万円

22,912
186

91,808

328
223

4,101
106,799

9,784

ha
ha

頭

ha
ha
棟
棟
台

32,742
71

1,019

822
122

1,074
50,481

3,811

戸
戸

戸

戸
戸
戸
戸
戸

農 作 物（ 水 稲 ）
農 作 物（ 麦 ）

家 畜

果 樹
畑 作 物（ 大 豆 ）
園 芸 施 設
建 物
農 機 具

共済金
（お支払いした共済金）

共済金額
（組合が補償する額） 被害数量

支　払　実　績引　受　実　績

引受数量引受戸数共済種類

合　計 合　計

ha

ha

頭

件

ha

ha

棟

棟

台

867
44

8,899
21,677

11
43
83

1,120
166

◀
平
成
30
年
度 

事
業
実
績
表

●
夏
場
の
猛
暑
と
補
償
額
の
増
額
で
死
廃
事

故
は
、
頭
数
・
共
済
金
と
も
に
増
加
し
ま
し

た
が
、
病
傷
事
故
は
減
少
し
て
い
ま
す
。

●
収
入
保
険
へ
の
移
行
や
高
齢
化
に
よ
る
規

模
縮
小
等
で
引
受
け
は
減
少
し
て
い
ま
す
。

●
病
虫
害
や
獣
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
一
部

地
域
で
は
豪
雨
に
よ
る
被
害
も
あ
り
ま
し
た
。

●
新
規
需
要
米
等
他
品
目
へ
の
転
換
等
で
、

作
付
け
が
減
少
し
ま
し
た
。

●
土
壌
湿
潤
に
よ
る
発
芽
不
良
等
、
獣
害
、
豪

雨
の
被
害
を
受
け
た
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

●
新
規
加
入
も
あ
り
ま
し
た
が
、
離
農
等
に

よ
り
引
受
け
は
減
少
し
ま
し
た
。

●
豪
雨
に
よ
る
被
害
が
支
払
額
の
6
割
超
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
一
部
で
施
設
内
作

物
の
病
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

●
新
規
加
入
や
増
額
加
入
も
あ
り
ま
し
た

が
、
無
人
住
宅
等
の
増
加
で
引
受
け
は
減
少

し
て
い
ま
す
。

●
火
災
、
落
雷
事
故
は
減
少
し
ま
し
た
が
、

豪
雨
災
害
に
よ
る
支
払
額
が
全
体
の
約
６
割

に
な
り
ま
し
た
。

畑
作
物
共
済（
大
豆
）

園
芸
施
設
共
済

建
物
共
済

農
機
具
共
済

平
成
30
年
度

引
受
・
支
払
実
績
の
概
要

　●
法
人
や
大
型
農
家
へ
の
農
地
集
約
が
図

ら
れ
ま
し
た
が
、
農
家
の
高
齢
化
に
よ
る

離
農
な
ど
で
引
受
け
は
前
年
度
に
比
べ
減

少
し
ま
し
た
。

●
田
植
え
後
は
順
調
な
生
育
で
し
た
が
、
７

月
に
豪
雨
災
害
が
県
内
各
地
で
発
生
し
、
土

砂
流
入
に
よ
る
埋
没
な
ど
深
刻
な
被
害
と
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
獣
害
は
例
年
と
同
規
模

の
被
害
と
な
り
ま
し
た
。

●
収
入
保
険
へ
の
移
行
や
作
付
け
の
中
止

な
ど
で
、
前
年
度
と
比
べ
７
割
程
度
の
引

受
け
と
な
り
ま
し
た
。

●
土
壌
湿
潤
に
よ
る
発
芽
不
良
や
生
育
不

良
、
獣
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

●
畜
産
農
家
は
減
少
傾
向
で
す
が
、
飼
養

規
模
拡
大
も
あ
り
引
受
頭
数
に
は
大
き
な

変
動
は
あ
り
ま
せ
ん
。
な
お
、
今
年
１
月

か
ら
新
制
度
が
導
入
さ
れ
て
い
ま
す
。

農
作
物
共
済（
水
稲
）

農
作
物
共
済（
麦
）

家
畜
共
済

令和元年度

事業計画

　
令
和
元
年
度
は
、
大
幅
に
改
正
さ
れ
た
農
業
共
済
制
度
と
収

入
保
険
制
度
が
本
格
実
施
に
な
り
ま
す
。
こ
の
農
業
保
険
制
度

を
す
べ
て
の
農
業
者
の
皆
さ
ん
に
農
業
経
営
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ー

ネ
ッ
ト
と
し
て
役
立
て
て
い
た
だ
く
た
め
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
を

捉
え
て
推
進
す
る
取
り
組
み
を
積
極
的
に
展
開
し
ま
す
。

　
ま
た
、
被
害
の
発
生
時
に
は
、
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
被

害
発
生
状
況
の
早
期
把
握
と
共
済
金
の
早
期
支
払
い
に
努
め
る

と
と
も
に
、
適
正
な
損
害
評
価
に
取
り
組
み
ま
す
。

《引受規模と共済金額》
引受目標総共済金額 １兆2,740億円

面　　積

共済金額

頭　　数

共済金額

面　　積

共済金額

面　　積

共済金額

棟　　数

共済金額

棟　　数

共済金額

台　　数

共済金額

2,051,820ａ
127億7,267万円農作物共済

111,680頭
94億8,154万円家 畜 共 済

34,684ａ
12億2,435万円果 樹 共 済

19,974ａ
2,418万円畑作物共済

4,372棟
21億202万円園芸施設共済

106,815棟
1兆2,286億円建 物 共 済

9,791台
197億5,785万円農機具共済

令和元年度

業務収支
予算

　
収
入
は
事
務
費
負
担
金
等
国
庫

補
助
金
や
事
業
か
ら
受
け
入
れ
る

金
額
が
主
と
な
り
ま
す
。
ま
た
収

入
保
険
事
業
に
よ
る
受
託
収
入
も

重
要
な
収
入
と
な
り
ま
す
。
組
合

の
事
業
運
営
基
盤
を
強
化
す
る
た

め
、
事
業
計
画
に
則
し
た
事
業
運

営
を
進
め
ま
す
。

　
支
出
は
、
人
件
費
・
旅
費
や
光

熱
水
費
、
事
務
機
器
・
公
用
車

リ
ー
ス
料
な
ど
事
務
所
等
の
維
持

費
用
が
大
き
な
支
出
項
目
で
あ

り
、
経
費
節
減
に
取
り
組
み
ま

す
。
ま
た
、
事
業
推
進
や
広
報
活

動
の
費
用
に
は
、
共
済
委
員
へ
の

奨
励
金
、
加
入
者
粗
品
、
広
報
紙

の
作
成
費
な
ど
が
含
ま
れ
、
業
務

費
に
は
会
議
費
や
共
済
委
員
等
報

酬
な
ど
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

総
額
17
億
７
千
万
円

役職員の人件費・旅費

事務費

業務費

事業推進や広報活動の費用

事務所等の維持費用など

損害評価に要する費用

損害防止事業に要する費用

税金などの諸税負担

その他

　　　　　　  合　　　計

126,388
5,826

10,560
9,117

12,879
2,384
3,690
2,917
3,241

177,002

万円

万円

万円

万円

万円

万円

万円

万円

万円

万円

業務支出
前年度からの繰越金  

国などからの補助金  

収入保険事業の受託収入など  

組合員から納められる賦課金  

損害防止事業で農家から受入れる金額  

預金の利息  

事業から受入れる金額  

各種引当金戻入  

その他  

　　　　　　  合　　　計

業務収入 予算額予算額

1,989
79,977

3,798
6,701
1,152
5,950

63,860
10,963

2,612
177,002

万円

万円

万円

万円

万円

万円

万円

万円

万円

万円

果
樹
共
済
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支
所
長

　
　 

今
中 

政
喜

　
　 

（
管
理
課
長
兼
務
）

■
管
理
課

　
　 

池
田 

和
夫

　
　 

田
中 

克
枝

■
第
１
事
業
課

課
長 

矢
野 

博
登

　
　 

盛
定 

義
統

　
　 

和
田 

勝

　
　 

真
田 

朋
典

　
　 

小
川 

尚
哉

　
　 

島
田 

姫
里

　
　 

廣
田 

倫
孝

　
　 

谷
口 

知
明

　
　 

松
田 

綾
子

　
　 

上
田 

勇
希

■
第
２
事
業
課

課
長 

宗
行 

寛
明

　
　 

森
藤 

ひ
と
み

　
　 

今
岡 

昌
士

　
　 

小
松
原 

康
弘

　
　 

黒
杭 

洋
造

　
　 

林
内 

宏
之

　
　 

田
中 

千
絵

　
　 

片
岡 

高
志

　
　 

成
相 

真
宏

支
所
長 

　
　 

金
清 

繁
昭

■
管
理
課

課
長 

江
村 

和
昭

　
　 

小
林 

瑞
穂

呉市
下蒲刈町・蒲刈町

豊浜町・豊町

呉市
音戸町・倉橋町

呉市
川尻町・安浦町

東広島市
安芸津町

大崎上島町
尾道市

尾道市

尾道市 福山市

府中市

世羅町

神石高原町

庄原市

三次市

安芸高田市

北広島町

安芸太田町 世羅支所

三次支所

北広島支所
北広島家畜診療所

本所・広島支所

廿日市出張所
北広島家畜診療所駐在

江田島連絡所

三原市

三原市
東広島市

竹原市

広島市

江田島市

府中町
海田町

熊野町

呉市

坂町

広島市
佐伯区

廿日市市

大竹市

福山支所
府中家畜診療所駐在東広島支所

家畜臨床研修所
東広島家畜診療所

三次家畜診療所

安芸津出張所

府中家畜診療所

庄原家畜診療所

本所
支所
出張所

連絡所
家畜診療所等

広島県農業共済組合
本所・支所等の区域

支
所
長

　
　 

稲
場 

信
昭

　
　 

（
管
理
課
長
兼
務
）

■
管
理
課

　
　 

坂
本 

真
由
美

　
　 

熊
谷 

真
穂

■
事
業
課

課
長 

山
口 

貴
雅

　
　 

石
井 

勇

　
　 

加
藤 

広
彰

　
　 

重
村 

高
徳

　
　 

稲
岡 

大
介

　
　 

佐
々
木 

隆
彦

　
　 

石
川 

佐
智
子

　
　 

西
村 

崇

　
　 

喜
藤 

陽
香

　
　 

藤
本 

聡
史

　
　 

行
村 

花
菜

■
安
芸
津
出
張
所

出
張
所
長 

　
　 

大
島 

泰
山

　
　 

木
光 

崇
雄

　
　 

唐
原 

圭
三

　
　 

出
来
田 

昭
之

　
　 

東 

美
恵
子

　
　 

三
王 

健
文

■
江
田
島
連
絡
所

　
　 

井
原 

眞
悟

　
　 

久
保 

隆
裕

■
事
業
課

課
長 

鹿
田 

順
一
郎

　
　 

竹
本 

真
由
美

　
　 

尾
越 

徳
昭

　
　 

矢
吹 

良
枝

　
　 

角
谷 

修
司

　
　 

榊 

花
織

　
　 

横
山 

久
泰

　
　 

中
光 

智
子

　
　 

石
原 

達
也

　
　 

岩
田 

浩
希

　
　 

藤
原 

正
勝

支
所
長

　
　 

高
野 

良
治

　
　 

（
管
理
課
長
兼
務
）

■
管
理
課

　
　 

伊
達 

一
則

　
　 

谷
藤 

左
千
子

■
第
１
事
業
課

課
長 

岩
見 

宏
伸

　
　 

吉
森 

勝
文

　
　 

新
矢 

睦
巳

　
　 

田
口 

玲
子

　
　 

冨
原 

直
栄

　
　 

瀧
口 

真
弓

　
　 

国
実 

哲
弘

　
　 

山
形 

直
之

　
　 

永
谷 

仁
和

　
　 

前
山 

岳
彦

　
　 

横
川 

勝
俊

　
　 

塩
田 

蒼

■
第
２
事
業
課

課
長 

宍
戸 

弘

　
　 

黒
田 

正
彦

　
　 

若
鳥 

圭
介

　
　 

小
田 

純
之

　
　 

佐
々
木 

一
浩

　
　 

増
田 

真
理
子

　
　 

阿
賀 

孝
則

　
　 

中
村 

道
明

　
　 

山
中 

崇

　
　 

加
藤 

慎
矢

　
　 

片
山 

元
喜

北
広
島
支
所

参
事 

沖
田 

康
照

《
監
査
室
》

室
長 

松
村 

知
彦

　
　 

竹
田 

靖

　
　 

岡
本 

大
祐

《
総
務
部
》

部
長 

藤
原 

信
彦

■
総
務
課

課
長 

末
田 

紘
二

　
　 

川
邉 

龍
蔵

　
　 

廣
山 

聖
志

　
　 

内
藤 

雅
史

　
　 

伊
藤 

有
華

　
　 

井
手
口 

倫
子

■
経
理
課

課
長 

有
木 

透

　
　 

小
林 

公
美
子

　
　 

山
﨑 

奈
緒

　
　 

糸
原 

香
里

■
企
画
情
報
課

課
長 

伊
藤 

立
真

　
　 

石
丸 

貞
之

　
　 

髙
畑 

武
生

　
　 

谷
本 

義
樹

　
　 

横
関 

麻
衣

　
　 

岡
崎 

翔
太

　
　 

蔵
下 

依
子

《
事
業
部
》

部
長 

三
浦 

眞
治

■
農
産
園
芸
課

課
長 
上
中 
敏
和

　
　 

元
村 
弘

　
　 

小
川 
隆
宏

　
　 

京
極 
真
一
郎

　
　 

高
橋 

諭
史

　
　 

松
本 

一
樹

■
果
樹
任
意
課

課
長 

岡
野 

点

　
　 

大
下 

尚
紀

　
　 

白
石 

美
智
香

　
　 

桝
本 

さ
お
り

　
　 

奥
田 

誠

　
　 

河
内 

真
守

■
収
入
保
険
課

課
長 

狭
間 

法
好

　
　 

西
部 

吉
次

　
　 

地
京 

弘
敏

　
　 

池
田 

智
也

《
家
畜
部
》

部
長 

大
川 

雄
三

■
家
畜
課

課
長 

前
田 

陽
平

　
　 

宮
田 

俊
昭

　
　 

近
藤 

宏
顕

　
　 

江
口 

佳
菜

　
　 

江
崎 

譲

■
家
畜
臨
床
研
修
所

所
長 

岡
本 

誠

　
　 

金
子 

宗
平

　
　 

髙
嶋 

実
和

　
　 

鈴
木 

直
樹(

兼
務
）

■
東
広
島
家
畜
診
療
所

所
長 
岡
本 

誠(

兼
務
）

　
　 
金
子 

宗
平(

兼
務
）

　
　 
鈴
木 
直
樹

　
　 

林
原 
安
里

　
　 

石
橋 
一
郎

■
北
広
島
家
畜
診
療
所

所
長 

大
下 

克
史

　
　 

酒
井 

亮

　
　 

石
橋 

朝
子

　
　 

伊
藤 

弥
毅

　
　 

大
塚 

緑

　
　 

志
村 

実
香

　
　 

大
田 

哲
夫

　
　 

国
重 

俊
治

■
府
中
家
畜
診
療
所

所
長 

竹
内 

泰
造

　
　 

堀 

香
織

　
　 

向
井 

裕
次
郎

　
　 

上
之
郷 

佑
実

　
　 

金
本 

淳
也

　
　 

樫
葉 

一
郎

　
　 

秋
田 

真
司

　
　 

片
山 

征
洋

■
廿
日
市
出
張
所

出
張
所
長 

　
　 

松
浦 

宏
明

　
　 

森
田 

泰
之

　
　 

狭
間 

貴
宏

　
　 

藤
澤 

宏
行

　
　 

谷
川 

秀
樹

　
　 

安
田 

沙
織

支
所
長 

　
　 

白
石 

政
美

　
　 

（
管
理
課
長
兼
務
）

■
管
理
課

　
　 

伊
藤 

順
子

　
　 

前
山 

有
紀

■
第
１
事
業
課

課
長 

西
川 

正
文

　
　 

今
田 

信
男

　
　 

大
下 

育
栄

　
　 

立
川 

就
彦

　
　 

近
藤 

真
一

　
　 

宇
佐
美 

崇

　
　 

坂
下 

順
一

　
　 

古
川 

敦
士

■
第
２
事
業
課

課
長 
吉
崎 
浩
司

　
　 

槇
本 
慎
太
郎

　
　 

竹
内 
貴
法

　
　 

茶
堂 

達

　
　 

土
井 

雅
史

　
　 

和
田 

継
信

　
　 

小
林 

直
登

　
　 

山
本 

直
子

家
畜
診
療
所
等

■
庄
原
家
畜
診
療
所

所
長 

玉
川 

朋
治

　
　 

黒
瀬 

智
泰

　
　 

原
口 

麻
子

　
　 

瀧
奥 

健
吾

　
　 

稗
田 

優

　
　 

加
藤 

大
樹

　
　 

伊
藤 

忠
則

　
　 

石
川 

生
夫

■
三
次
家
畜
診
療
所

所
長 

伊
集
院 

潔

　
　 

東
谷 

暁
人

　
　 

河
野 

俊
朗

　
　 

市
場 

聖
治

支
所
長

　
　 
前
田 

智
子

　
　 
（
管
理
課
長
兼
務
）

■
管
理
課

　
　 

岡
田 

文
香

　
　 

松
谷 

祐
季

■
事
業
課

課
長 

教
蓮 

嘉
昭

　
　 

重
光 

俊
幸

　
　 

酒
井 

政
博

　
　 

矢
野 

健
太

　
　 

光
永 

真
史

　
　 

井
手 

基
文

　
　 

西
川 

光
昭

本
　
所

世
羅
支
所

福
山
支
所

東
広
島
支
所

広
島
支
所

●
退
職
者

平
成
31
年
３
月
31
日
付

　
　 

三
好 

富
生

　
　 

（
監
査
室
長
）

　
　 

湯
浅 

豪

　
　 

（
企
画
情
報
課
長
）

　
　 

国
重 

俊
治

　
　 

（
家
畜
臨
床
研
修
所
長
）

　
　 

片
山 

征
洋

　
　 

（
庄
原
家
畜
診
療
所
長
）

　
　 

市
場 

聖
治

　
　 

（
三
次
家
畜
診
療
所
長
）

　
　 

三
宅 

達
成

　
　 

（
三
次
支
所
長
）

　
　 

石
井 

優
二

　
　 

（
企
画
情
報
課
）

　
　 

升
田 

雅
弘

　
　 

（
広
島
支
所 

管
理
課
長
）

　
　 

宮
本 

隆
生

　
　 

（
廿
日
市
出
張
所
長
）

　
　 

中
森 

司

　
　 

（
北
広
島
支
所 

第
２
事
業
課
長
）

　
　 

酒
井 

邦
男

　
　 

（
世
羅
支
所 

第
２
事
業
課
長
）

　
　 

清
水 

芳
樹

　
　 

（
三
次
支
所 

第
２
事
業
課
長
）

　
　 

田
辺 

栄

　
　 

（
北
広
島
支
所 

管
理
課
）

　
　 

山
本 

直
子

　
　 

（
北
広
島
支
所 

第
２
事
業
課
）

　
　 

藤
原 

正
勝

　
　 

（
福
山
支
所 

事
業
課
）

　
　 

立
石 

祥
三

　
　 

（
三
次
支
所 

第
１
事
業
課
）

●
再
雇
用

平
成
31
年
４
月
１
日
付

　
　 

山
本 

直
子

　
　 

（
北
広
島
支
所)

　
　 

藤
原 

正
勝

　
　 

（
福
山
支
所
）

　
　 

国
重 

俊
治

　
　 

（
北
広
島
家
畜
診
療
所
）

　
　 

片
山 

征
洋

　
　 

（
府
中
家
畜
診
療
所
）

　
　 

市
場 

聖
治

　
　 

（
三
次
家
畜
診
療
所
）

三
次
支
所

組
合
員
の
皆
さ
ま
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

組
合
員
の
皆
さ
ま
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

令
和
元
年
度
の

新
任
職
員

新
任
職
員
で
す
！

河内 真守
（本所 事業部 果樹任意課）

東谷 暁人
（三次家畜診療所）

井手口 倫子
（本所 総務部 総務課）

塩田 蒼
（三次支所 第1事業課）

熊谷 真穂
（東広島支所 管理課）

小
林 

直
登

（
北
広
島
支
所 

第
２
事
業
課
）

樫
葉 

一
郎

（
府
中
家
畜
診
療
所
）

http://www.nosai-hiroshima.or.jp/
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農
家
の
皆
さ
ま
に
提
出
い
た
だ
い

た
今
年
産
の
「
水
稲
共
済
加
入
申
込

書
兼
変
更
届
出
書
（
営
農
計
画

書
）
」
に
基
づ
き
、
水
稲
共
済
掛
金

等
の
計
算
を
行
い
、
「
水
稲
共
済
加

入
承
諾
書
兼
共
済
掛
金
等
払
込
通
知

書
」
を
お
送
り
い
た
し
ま
す
。
内
容

を
確
認
い
た
だ
き
、
期
限
内
に
納
入

を
お
願
い
し
ま
す
。

掛
金
納
入
が
な
け
れ
ば

　
共
済
関
係
は
解
除
に
な
り
ま
す
。

　
期
限
内
に
共
済
掛
金
等
の
納
入
が

な
い
と
き
は
、
今
年
産
の
共
済
関
係

が
解
除
と
な
り
ま
す
。
解
除
に
な
れ

ば
被
害
が
発
生
し
て
も
損
害
評
価
や

共
済
金
の
支
払
い
を
す
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。

●
共
済
事
故
（
対
象
と
な
る
災
害
）

　
自
然
災
害
、
火
災
、
病
虫
害
、
鳥

獣
害
。

●
補
償
対
象
期
間
（
責
任
期
間
）

　
本
田
移
植
期
（
直
播
の
場
合
は
、
発

芽
期
）
か
ら
収
穫
す
る
ま
で
の
期
間
。

●
共
済
金
の
支
払
い

　
加
入
方
式
が
一
筆
方
式
７
割
補
償

の
場
合
、
耕
地
ご
と
に
基
準
収
穫
量

の
３
割
（
支
払
開
始
割
合
）
を
超
え

る
減
収
が
あ
る
と
き
に
共
済
金
を
お

支
払
い
し
ま
す
。

●
被
害
申
告

　
共
済
事
故
が
発
生
し
、
選
択
し
た

支
払
開
始
割
合
を
超
え
る
減
収
が
見

込
ま
れ
る
と
き
は
、
必
ず
収
穫
前
に

組
合
へ
被
害
申
告
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。

※
収
穫
後
に
被
害
申
告
さ
れ
た
場
合

は
、
被
害
対
象
と
す
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。
ま
た
、
肥
培
管
理
の
粗
放

等
に
よ
る
減
収
部
分
は
、
共
済
金
の

支
払
対
象
か
ら
除
か
れ
ま
す
（
分

割
評
価
）
。

　
現
在
、
加
入
い
た
だ
い
て
い
る
農
機

具
を
買
い
替
え
た
な
ど
、
加
入
内
容
に

変
更
が
あ
る
と
き
は
、
変
更
の
手
続
き

が
必
要
で
す
。
手
続
き
を
し
な
い
ま
ま

事
故
が
発
生
し
た
と
き
に
は
、
支
払
対

象
と
は
な
り
ま
せ
ん
の
で
、
速
や
か
に

変
更
の
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

水
稲
共
済

　| 

補
償
と
被
害
申
告
に
つ
い
て 

|

【
納
入
期
限
】
令
和
元
年
７
月
31
日

農
作
物
共
済

加
入
農
機
具
の

買
い
替
え
な
ど
は

あ
り
ま
せ
ん
か

　
共
済
事
故
が
発
生
し
た
場
合
は
、
す

ぐ
に
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。
連
絡
の

遅
れ
に
よ
り
事
故
状
況
の
確
認
が
困
難

に
な
る
と
、
共
済
金
の
一
部
ま
た
は
す

べ
て
が
免
責
と
な
り
、
支
払
対
象
と
な

ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
連
絡
前
に
修
理
さ
れ
た
場
合
は
、
支

払
対
象
と
は
な
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

事
故
連
絡
は

す
ぐ
に
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
へ

農
機
具
共
済

落
雷
へ
の
備
え
は

十
分
で
す
か

　
こ
れ
か
ら
の
時
期
、
落
雷
に
よ
る
被

害
が
増
加
し
ま
す
。
特
に
パ
ソ
コ
ン
、

テ
レ
ビ
、
電
話
機
等
の
家
電
製
品
は
落

雷
の
被
害
を
受
け
や
す
く
な
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
家
電
製
品
へ
の
補
償
に
は
、

「
家
具
類
」
へ
の
加
入
が
必
要
で
す
。

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
広
島
で
は
、
皆
さ
ま
の
ご
要

望
に
応
じ
た
加
入
の
提
案
を
い
た
し
ま

す
。
現
在
の
補
償
内
容
を
見
直
し
て
、
落

雷
事
故
に
「
備
え
」
ま
し
ょ
う
。

　
天
気
予
報
を
参
考
に
、
雷
が
発
生
し
そ

う
な
と
き
は
、
事
前
に
コ
ン
セ
ン
ト
を
抜

い
て
お
く
な
ど
対
策
も
忘
れ
ず
に
。

　
自
然
災
害
は
時
と
し
て
想
像
を
超
え

る
力
で
襲
っ
て
き
ま
す
。
こ
れ
ま
で
災

害
の
な
か
っ
た
と
こ
ろ
で
発
生
す
る
な

ど
、
昨
年
の
豪
雨
災
害
の
よ
う
に
激
甚

化
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
高
ま
る
災

害
の
危
険
性
に
対
し
て
、
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ

建
物
共
済

の
総
合
共
済
で
「
備
え
」
を
よ
り
確
か

な
も
の
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
損
害
額
が
1
万
円
を
超
え
た
場
合
に

支
払
い
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

●
地
震
、
噴
火
、
津
波
に
よ
る
被
害

は
、
損
害
割
合
5
％
以
上
が
支
払
対

象
と
な
り
、
加
入
共
済
金
額
の
50
％

を
限
度
に
お
支
払
い
し
ま
す
。

●
総
合
共
済
に
は
加
入
で
き
る
建
物
に
制

限
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
各
支

所
等
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
家
の
中
の
安
全
対
策
を
し
て
お

く
（
家
具
の
転
倒
防
止
な
ど
）

▼
避
難
場
所
や
避
難
経
路
を
確
認

し
て
お
く
（
お
住
ま
い
の
自
治

体
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
）

▼
安
否
の
確
認
方
法
を
話
し
合
っ
て
お

く
（
連
絡
手
段
、
集
合
場
所
な
ど
）

▼
非
常
時
の
持
ち
出
し
品
を
準
備

し
て
お
く
（
家
族
構
成
に
あ
わ

せ
て
必
要
な
も
の
を
）

▼
飲
料
水
、
非
常
食
な
ど
物
資
の
備

蓄
を
し
て
お
く
（
最
低
3
日
分
）

〜
災
害
に
対
し
て

準
備
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
〜

総
合
共
済
の
ポ
イ
ン
ト

  
平
成
30
年
度
「
安
心
の
未
来
」

拡
充
運
動
に
お
い
て
、
優
秀
な
成

績
を
挙
げ
ら
れ
た
方
々
に
感
謝
状

並
び
に
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
す
。

「
安
心
の
未
来
」

　
　
　
拡
充
運
動
表
彰

平
成
30
年
度

  

全
国
農
業
共
済
協
会
長
表
彰

●
建
物
共
済（
個
人
）（
敬
称
略
）

　牛
尾 

寛
治
（
広
島
市
）

　土
井 

正
治
（
北
広
島
町
）

　河
野 

博
行
（
東
広
島
市
）

　藤
吉 

國
明
（
府
中
市
）

　山
口 

宏
（
神
石
高
原
町
）

　寺
重 

茂
晴
（
三
次
市
）

  

広
島
県
農
業
共
済
組
合
長
表
彰

●
建
物
共
済（
個
人
）（
敬
称
略
）

　中
邑 

和
俊
（
大
竹
市
）

　前 

嘉
之
（
安
芸
高
田
市
）

　土
井 

正
幸
（
江
田
島
市
）

　鍛
治
谷 

元
（
世
羅
町
）

　桑
田 

忠
征
（
福
山
市
）

　茅
田 

正
浩
（
庄
原
市
）

　
水
稲
の
生
育
が
日
ご
と
に
進
む
季
節
に

な
り
ま
し
た
。
秋
の
収
穫
に
向
け
、
シ
カ

や
イ
ノ
シ
シ
の
被
害
を
防
ぐ
た
め
、
効
果

の
上
が
る
対
策
の
ポ
イ
ン
ト
を
チ
ェ
ッ
ク

し
ま
し
ょ
う
。

①
柵
や
電
線
は
作
物
と
距
離
を
と
っ
て

張
る

　
せ
っ
か
く
電
気
柵
や
金
網
柵
を
設
置
し
て

も
、
柵
か
ら
作
物
が
は
み
出
て
い
た
り
、
柵

外
か
ら
作
物
に
届
く
よ
う
な
設
置
で
は
、
防

止
で
は
な
く
誘
引
す
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま

す
。
味
を
し
め
た
動
物
は
、
そ
の
後
、
中
に

入
ろ
う
と
し
ま
す
。

②
電
気
柵
は
昼
夜
通
電
さ
せ
て
お
く

　
通
電
さ
せ
て
い
な
い
昼
間
に
侵
入
し
て
味

を
し
め
た
動
物
は
、
夜
間
に
通
電
さ
せ
た
電

線
に
触
れ
て
も
侵
入
す
る
こ
と
が
あ
る
の

で
、
せ
っ
か
く
の
電
気
柵
が
効
か
な
い
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

③
定
期
的
に
チ
ェ
ッ
ク
を
す
る
こ
と

　
金
網
柵
は
倒
れ
た
り
壊
れ
た
り
し
て
い
な

い
か
、
電
気
柵
の
電
線
は
高
さ
（
下
か
ら
３

段
は
20
㌢
間
隔
）
や
電
圧
は
適
正
か
、
草
が

触
れ
て
漏
電
し
て
い
な
い
か
な
ど
、
柵
の
周

辺
を
点
検
し
ま
し
ょ
う
。

事
故
防
止
の
た
め
に
適
切
な

管
理
を
し
ま
し
ょ
う
。

●
電
気
柵
の
設
置
場
所
に
は
、
人

が
見
や
す
い
よ
う
に
必
ず
注
意

表
示
を
し
て
く
だ
さ
い
。

●
電
源
装
置
は
、
安
全
が
確
認
さ

れ
た
電
気
柵
用
を
使
用
し
て
く

だ
さ
い
。

●
30
ボ
ル
ト
以
上
の
電
源
（
家
庭

用
コ
ン
セ
ン
ト
）
か
ら
電
気
供

給
す
る
と
き
は
、
必
ず
電
気
柵

用
の
漏
電
遮
断
機
を
設
置
し
て

く
だ
さ
い
。

【
注
意
】

雷
が
発
生
し
て
い
る
と
き
は
特
に
危

険
で
す
。
電
気
柵
本
器
や
電
線
に
近

づ
か
な
い
よ
う
に
、
地
域
や
家
庭
で

注
意
を
呼
び
か
け
ま
し
ょ
う
。

電気柵の安全な使用方法

水
稲
共
済
掛
金
等

期
限
内
納
入
を

お
願
い
し
ま
す

電線が草に触れると漏電して、効果が期待
できなくなります。除草がポイントです。

自
然
災
害
へ
備
え
ま
し
ょ
う

　| 

総
合
共
済
の
お
す
す
め 
|

　
　

  

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
広
島 

獣
害
対
策
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
か
ら

獣
害
対
策
の
ポ
イ
ン
ト

農業共済事業
お問い合わせ・ご連絡先は最終ページをご覧ください。 事業のお知らせ事業のお知らせ

09 082019  第20号



●
「
掛
捨
て
の
保
険
方
式
」
を
基
本
と

し
、
「
掛
捨
て
と
な
ら
な
い
積
立
方

式
」
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
最
大

９
割
の
補
償
限
度
ま
で
加
入
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
（
下
図
参
照
）

●
保
険
料
・
事
務
費
に
つ
い
て
は
50
％
、

積
立
金
に
つ
い
て
は
75
％
の
国
庫
補
助

が
あ
り
ま
す
。

●
保
険
料
率
は
、
1
・
0
8
％
（
保
険
方

式
８
割
の
国
庫
補
助
後
の
場
合
）
で

す
。
ま
た
、
保
険
料
率
に
は
、
危
険
段

階
別
に
保
険
料
率
の
設
定
が
あ
り
、
車

の
保
険
と
同
じ
よ
う
に
、
保
険
金
の
受

け
取
り
が
な
け
れ
ば
、
保
険
料
率
の
段

階
が
下
が
っ
て
い
き
ま
す
。

●
米
、
野
菜
、
果
樹
、
茶
、
シ
イ
タ
ケ
、

蜂
蜜
、
生
乳
な
ど
ほ
と
ん
ど
の
農
産
物

が
対
象
に
な
り
ま
す
。
（
マ
ル
キ
ン
等

の
対
象
で
あ
る
肉
用
牛
、
肉
用
子
牛
、

肉
豚
お
よ
び
鶏
卵
は
対
象
外
で
す
。
）

●
青
色
申
告
を
行
っ
て
い
る
農
業
者
が
対

象
で
、
加
入
申
請
時
に
青
色
申
告
実
績

が
１
年
分
あ
れ
ば
加
入
で
き
ま
す
。

　
営
農
計
画
（
作
付
け
す
る
品
目
や
面
積

な
ど
）
を
変
更
す
る
と
き
は
、
変
更
す
る

農
産
物
等
の
作
付
け
後
１
か
月
以
内
に
、

変
更
後
の
内
容
を
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　
自
然
災
害
な
ど
に
よ
り
、
１
割
以
上
の

数
量
減
少
が
見
込
ま
れ
る
と
き
は
、
速
や

か
に
事
故
の
発
生
状
況
（
発
生
年
月
日
、

事
故
の
種
類
な
ど
）
を
電
話
等
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

　
農
作
業
日
誌
や
農
産
物
の
販
売
に
関
す

る
帳
簿
等
（
販
売
金
額
、
販
売
数
量
、
事

業
消
費
仕
向
け
数
量
等
）
を
必
ず
記
帳
し

て
く
だ
さ
い
。

◎
収
入
保
険
に
つ
い
て

　
　  

聞
い
て
み
た
い
方
へ

　
収
入
保
険
へ
の
加
入
を
検
討
さ
れ
て
い

る
方
、
関
心
の
あ
る
方
な
ど
、
保
険
の
内

容
や
手
続
き
な
ど
に
つ
い
て
、
職
員
が
お

伺
い
し
て
わ
か
り
や
す
く
ご
説
明
し
ま

す
。

　
お
気
軽
に
お
近
く
の
各
支
所
等
へ
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

　
家
畜
共
済
の
加
入
者
を
対
象
に
、
疾
病
予

防
を
目
的
と
し
て
畜
舎
消
毒
を
行
い
ま
す
。

●
使
用
す
る
薬
剤

　
残
留
農
薬
に
関
す
る
制
度
を
遵
守
し

た
、
休
薬
期
間
の
な
い
殺
虫
剤
お
よ
び
殺

菌
剤
を
使
用
し
ま
す
。

●
実
施
期
間

　
ハ
エ
等
の
害
虫
が
繁
殖
し
や
す
い
時

期
（
７
月
〜
９
月
）
に
実
施
し
ま
す
。
実

施
時
期
、
申
し
込
み
方
法
に
つ
い
て
は
、

各
支
所
等
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
農
家
負
担
に
つ
い
て

　
左
表
の
と
お
り
負
担
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

畜
舎
消
毒
を

実
施
し
ま
す

　
牛
の
転
入
、
転
出
や
死
亡
、
子
牛
の

出
生
な
ど
の
異
動
が
生
じ
た
と
き
は
速

や
か
に
家
畜
改
良
セ
ン
タ
ー
へ
届
け
出

て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
家
畜
共
済
事
業
や
診
療
業
務

の
円
滑
な
実
施
の
た
め
、
子
牛
へ
の
耳

標
の
早
期
装
着
、
耳
標
が
欠
落
し
た
場

合
の
再
発
行
お
よ
び
再
装
着
に
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

家
畜
の
異
動
連
絡
は

速
や
か
に

家
畜
共
済

畜舎消毒
1回当たり

消毒液等使用量

農家
負担額

50ℓ以内
51ℓ～100ℓ以内
101ℓ～200ℓ以内
201ℓ～300ℓ以内
301ℓ～400ℓ以内
401ℓ～500ℓ以内

… 　 　 　

100ℓ増えるごと

500円
1,000円
2,000円
3,000円
4,000円
5,000円

… 　 　 　 　 　

＋1,000円

農
業
経
営
収
入
保
険
と
は
…

　
30
㌃
の
畑
で
イ
チ
ジ
ク
1
3
0
本

を
栽
培
し
て
い
ま
す
。
イ
チ
ジ
ク
は

天
候
に
大
き
く
左
右
さ
れ
る
作
物
で

す
。
昨
年
は
猛
暑
の
影
響
で
焼
け
果

が
多
く
、
成
品
と
し
て
売
り
出
せ
た

の
は
例
年
の
３
分
の
１
ほ
ど
し
か
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
以
前
か
ら
、
イ

チ
ジ
ク
も
共
済
の
対
象
に
な
っ
て
い

た
ら
と
思
っ
て
い
た
の
で
、
新
し
く

収
入
保
険
制
度
が
始
ま
る
と
聞
き
、

す
ぐ
に
説
明
を
受
け
、
加
入
手
続
き

を
進
め
ま
し
た
。

　
今
後
は
息
子
夫
婦
が
畑
を
継
い
で

く
れ
る
予
定
で
す
。
収
入
保
険
制
度

を
利
用
し
て
、
長
く
安
定
的
に
農
業

を
継
続
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。

補
償
の
仕
組
み

加
入
に
つ
い
て

営
農
計
画
を
変
更
し
た
場
合

事
故
が
発
生
し
た
場
合

農
作
業
日
誌
等
の
記
帳
に
つ
い
て

　
園
芸
施
設
共
済
は
、
全
て
の
特
定
園
芸

施
設
に
加
入
す
る
「
一
括
加
入
制
」
で
す

が
、
６
月
か
ら
特
例
と
し
て
、
設
置
か
ら

一
定
期
間
を
経
過
し
た
棟
（
パ
イ
プ
ハ
ウ

ス
は
、
設
置
か
ら
25
年
を
超
え
た
も
の
）

は
、
一
括
加
入
の
対
象
か
ら
除
外
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
加
入
内
容
に
変
更
が
あ
る
と
き
は
、
速

や
か
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
連
絡
が
無
い

と
、
共
済
金
の
お
支
払
い
が
で
き
な
い
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
な
お
、
改
正
さ
れ
た
新

制
度
へ
の
移
行
や
説
明
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

制
度
改
正
に
つ
い
て

変
更
時
に
は
ご
連
絡
を

園
芸
施
設
共
済

１
．一
括
加
入
制
の
特
例

　
農
家
の
皆
さ
ま
に
提
出
い
た
だ
い
た
今

年
産
の
「
畑
作
物
共
済
加
入
申
込
書
兼
変

更
届
出
書
」
の
内
容
等
に
基
づ
き
、
共
済

掛
金
等
の
計
算
を
行
い
、
「
畑
作
物
共
済

掛
金
等
払
込
通
知
書
兼
内
容
通
知
書
」
を

お
送
り
い
た
し
ま
す
。
内
容
を
確
認
い
た

だ
き
、
期
限
内
に
納
入
を
お
願
い
し
ま

す
。

　
な
お
、
期
限
内
に
共
済
掛
金
等
の
納
入

が
な
い
と
き
は
、
共
済
関
係
が
解
除
と
な
り

ま
す
。
早
め
の
納
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

大
豆
共
済
掛
金
等

期
限
内
の
納
入
を

お
願
い
し
ま
す

畑
作
物
共
済

【
納
入
期
限
】
令
和
元
年
８
月
14
日

　
農
業
経
営
収
入
保
険
は
、
新
し
い
作
物
の
導
入
や
販
路
拡
大
な
ど
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
農
家

を
支
援
す
る
保
険
で
す
。
自
然
災
害
だ
け
で
な
く
、
価
格
低
下
、
ケ
ガ
や
病
気
で
収
穫
で
き
な

い
な
ど
、
農
家
の
経
営
努
力
で
は
避
け
ら
れ
な
い
収
入
減
少
を
補
償
し
ま
す
。

補てん方式のイメージ図 青色申告書の提出年数が
５年以上の場合

収
入
減
少

基準収入

保険期間
の収入

自己責任部分

支払率（9０％を上限として選択）

積立方式
で補てん
保険方式
で補てん

100％
90％

（保険方式+積立方式の
補償限度額の上限）
80％

（保険方式の補償限度額の上限）

※過去5年間の平均収入（5中5）
を基本。規模拡大など、保険期
間の営農計画も考慮して設定

保
険
期
間
中
に

し
て
い
た
だ
く
こ
と

の

声声

加
入
者

２
．共
済
金
の
支
払
基
準

　
　の
選
択

　
共
済
金
は
１
棟
ご
と
に
損
害
の
額
が
基

準
金
額
を
超
え
る
場
合
に
支
払
わ
れ
ま

す
。
平
成
31
年
１
月
の
制
度
改
正
で
①
３

万
円
又
は
共
済
価
額
の
20
分
の
１
、
②
10

万
円
、
③
20
万
円
か
ら
支
払
い
の
基
準
金

額
を
選
択
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

が
、
９
月
か
ら
④
50
万
円
、
⑤
1
0
0
万

円
が
追
加
さ
れ
、
選
択
の
幅
が
広
が
り
ま

す
。
基
準
金
額
を
高
く
す
る
ほ
ど
掛
金
は

安
く
な
り
ま
す
。

福山市
小川 和良さん（81）

収入保険事業
お問い合わせ・ご連絡先は最終ページをご覧ください。 事業のお知らせ事業のお知らせ

農業共済事業
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収入保険年間スケジュール (保険期間が1月1日～12月31日の場合)

4月～11月 12月

●
毎
週
水
曜
日
発
行

　
年
間
購
読
料 

　
４
６
８
０
円

営
農
と
暮
ら
し
に
役
立
つ
情
報
や

収
入
保
険
制
度
、
農
業
共
済
制
度

に
関
す
る
情
報
を
週
刊
で
お
届
け

し
ま
す
。

２
ヶ
月
間
の

お
試
し
購
読
（
無
料
）
が

で
き
ま
す

お
試
し
購
読
・

購
読
の
申
し
込
み
は

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
広
島

各
支
所
へ

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
の
獣
医
師
が
家
畜
を
飼
う
上
で

注
意
し
た
い
病
気
な
ど
に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
自
然
分
娩
で
臍
帯
の
切
断
が
正
常

だ
っ
た
場
合
に
は
、
消
毒
は
必
要
あ

り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
難
産
や
帝
王

切
開
で
生
ま
れ
た
場
合
や
、
臍
帯
の

切
れ
方
が
お
か
し
い
と
き
、
生
ま
れ

た
子
牛
が
通
常
よ
り
も
小
さ
い
場
合

は
、
へ
そ
の
消
毒
や
抗
生
物
質
の
投

与
を
推
奨
し
ま
す
。

　
生
ま
れ
た
子
牛
の
大
事
な
命
を

守
る
た
め
に
も
、
敷
料
も
な
る
べ

く
清
潔
に
保
ち
、
生
後
し
ば
ら
く

は
へ
そ
に
注
意
し
て
あ
げ
ま
し
ょ

う
。
違
和
感
を
感
じ
た
ら
、
酷
く

な
る
前
に
気
軽
に
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
広

島
各
診
療
所
の
獣
医
師
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

　
牛
を
飼
っ
て
い
る
皆
さ
ん
は
、
子
牛

が
生
ま
れ
た
と
き
、
へ
そ
の
消
毒
を
し

て
い
る
で
し
ょ
う
か
？

　
母
親
と
胎
子
を
つ
な
ぐ
臍
帯
は
、
母

親
か
ら
酸
素
や
栄
養
を
送
っ
て
も
ら
う

唯
一
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
で
す
。

　
出
産
後
、
臍
帯
が
ち
ぎ
れ
る
と
、
乾

燥
し
て
自
然
に
閉
じ
る
ま
で
は
、
生
ま

れ
た
子
の
体
内
は
外
の
世
界
に
さ
ら
さ

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
臍
帯
か
ら

病
原
菌
な
ど
の
ば
い
菌
を
受
け
入
れ
て

し
ま
う
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
ば
い
菌
が
入
る
と
「
臍
帯
炎
」
に
な

り
、
ひ
ど
い
場
合
に
は
、
へ
そ
か
ら

入
っ
た
病
原
体
が
全
身
に
回
り
、
発

熱
・
肺
炎
・
下
痢
・
全
身
の
関
節
炎
な

ど
を
引
き
起
こ
し
、
治
療
が
困
難
に

臍
帯
炎
に
気
を
つ
け
て

さ
い    

た
い

東
広
島
家
畜
診
療
所
　
林
原 

安
里

共済掛金等の
納入は

口座振替を
ご利用ください

　
共
済
事
業
を
適
正
に
運
営
す
る
た
め
、組
合
員

の
皆
さ
ま
に
、共
済
掛
金
等
を
口
座
振
替
で
納
入

し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　
口
座
振
替
が
で
き
る
金
融
機
関
は
、Ｊ
Ａ
・
ゆ
う

ち
ょ
銀
行
・
県
内
に
本
店
を
置
く
銀
行
な
ど
で
す
。

　
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※

振
替
口
座
の
新
た
な
届
け
出
や
変
更
等
は
、各

支
所
等
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

読
者
の
声

●
い
つ
も
各
地
の
元
気
な
農
業
の
紹

介
で
元
気
を
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　　（
女
性

　71
歳
）

●
全
国
各
地
の
先
輩
の
声
を
聴
く
こ

と
が
出
来
る
貴
重
な
場
だ
と
思
い

ま
す
。

　
　
　（
女
性

　46
歳
）

●
「
中
国
版
」
で
知
っ
て
い
る
人
を

た
ま
に
見
か
け
て
、
身
近
に
感
じ

ら
れ
興
味
深
く
読
ま
せ
て
頂
い
て

い
ま
す
。

　
　

 

（
男
性

　71
歳
）

収
入
保
険
加
入
者
の

声
も
た
く
さ
ん
掲
載
!

損
害
防
止
事
業

助
成
金
申
請
に
つ
い
て

　
イ
ノ
シ
シ
・
シ
カ
な
ど
の
侵
入
防

止
ネ
ッ
ト
と
し
て
、
使
用
済
み
の
り

網
の
斡
旋
を
行
っ
て
い
ま
す
。
支
所

等
で
購
入
で
き
ま
す
の
で
、
ご
活
用

く
だ
さ
い
。

【
価
格
】
１
枚
６
０
０
円

【
規
格
】
高
さ
1・5㍍
×

　
　
　
　
長
さ
18
㍍
程
度

※
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
。

の
り
網
を

斡
旋
し
て
い
ま
す

※
申
請
用
紙
は
支
所
等
に
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も

掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
捕
獲
柵
や
侵
入
防
止
施
設
を
新
た

に
購
入
・
設
置
し
た
場
合
、
資
材
費

の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

【
対
象
耕
地
】

　
農
作
物
共
済
・
果
樹
共
済
の
加
入

耕
地
（
農
作
物
共
済
・
果
樹
共
済
か

ら
収
入
保
険
へ
移
行
し
た
作
物
を
栽

培
す
る
耕
地
も
対
象
に
な
り
ま

す
。
）

【
対
象
施
設
】

❶
捕
獲
柵
、
箱
わ
な
（
組
合
の
定
め

る
規
格
基
準
を
満
た
す
も
の
）

❷
電
気
柵
、
ト
タ
ン
、
金
網
、
ネ
ッ

ト
な
ど
の
侵
入
防
止
施
設
の
資
材

【
助
成
金
額
】

　
予
算
の
範
囲
内
で
、
組
合
員
等
ご

と
に
３
万
円
を
限
度
と
し
、
資
材
費

の
15
％
以
内
を
交
付
し
ま
す
。

【
申
請
期
限
】

　
農
作
物
：
令
和
元
年
10
月
末

　
果
　
樹
：
令
和
２
年
１
月
末

損
害
防
止
事
業

現
在
加
入
し
て
い
る
方

新
規
に
加
入
さ
れ
る
方

戸別訪問をしての
●保険内容の説明
●補償内容の提案

保険料・積立金
事務費の納付

●加入申請書
●令和2年分の農業経営に関する計画など

提出
書類

次年の保険料・
積立金・

事務費納付

保
険
期
間
満
了

基準収入の
再計算

●保険料等の追徴・還付

●税申告書類 （個人）青色申告決算書・所得税の確定申告書B第1表　
　　　　　　 （法人）損益計算書・法人税の申告書の別表一及び別表四

必要書類

次年の加入申請
手続き開始

加入申請手続き

収入保険事業
事 業 のお知らせ事 業 のお知らせお問い合わせ・ご連絡先は最終ページをご覧ください。 事 業 のお知らせ事 業 のお知らせ

収入保険事業
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今
回
の
食
材

ニ
ン
ニ
ク
の

ご
ち
そ
う
か
き
揚
げ

　
ニ
ン
ニ
ク
な
ど
特
有
の
に
お
い
を
持
つ
野
菜
の
に
お
い
の
も
と
に

な
る
ア
リ
シ
ン
は
、
疲
労
回
復
、
体
力
増
進
、
殺
菌
作
用
、
感
染
症

の
予
防
な
ど
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
ア
リ
シ
ン
は
、
糖
質
を
エ
ネ

ル
ギ
ー
に
変
え
、
疲
労
回
復
に
働
き
か
け
る
ビ
タ
ミ
ン
B
1
の
吸
収

を
高
め
ま
す
。
豚
肉
、
豆
類
な
ど
ビ
タ
ミ
ン
B
1
の
多
い
食
品
と
一

緒
に
食
べ
る
と
よ
り
効
果
的
で
す
。

　
食
べ
過
ぎ
は
、
体
質
に
よ
っ
て
胃
が
荒
れ
た
り
、
下
痢
を
し
た
り

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
生
で
食
べ
る
の
な
ら
一
日
1
片
、
加
熱
す

る
な
ら
2
片
く
ら
い
が
適
量
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
加
熱
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
に
お
い
を
抑
え
ら
れ
ま
す
。
に
お
い
が
気
に
な
る
方
は
、

揚
げ
た
り
、
蒸
し
た
り
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
ニ
ン
ニ
ク
油
、

醤
油
漬
け
、
ら
っ
き
ょ
酢
漬
け
、
ニ
ン
ニ
ク
酒
、
は
ち
み
つ
漬
け
等

に
し
て
、
少
し
ず
つ
食
べ
る
の
も
お
す
す
め
で
す
。

地
域
で
食
育
活
動
を

さ
れ
て
い
る

広
島
市
南
区
在
住

管
理
栄
養
士

田
中 

節
子 

先
生

材料（2人前）

ニンニク
豚こま切れ肉
ゴボウ
ニンジン
ネギ
薄力粉
水
塩
揚げ油

4片
100g
1/2本

少々
1本

1/3カップ
大さじ2～

少々
適量

作り方

ニ
ン
ニ
ク

❶ ニンニク１片を４つに切る。ゴボウは太めの
ささがきにする。豚肉、ニンジン、ネギは、千
切りにする。

❷ 材料を全部ボールに入れ、薄力粉と塩を加
えまんべんなく混ぜる。水（冷水）は様子を見
ながら少しずつ加える。

❸170℃に熱した油で揚げる。

料理のポイント
★ネギの代わりに、シソの葉や木の芽を使った

り、お好みで、カボチャ、ゴーヤ、コーンなど
を加えるのもおすすめです。

★天つゆやおろし大根を添えるとおいしいです。

三
原
市
大
和
町

の
食
材
で

す
こ
や
か

レ
シ
ピ

「女性を中心に皆で助け合いながらやっています」と
上岡代表（前列右端）とメンバー

　
15
㌃
の
畑
で
ニ
ン
ニ
ク
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。10

月
に
植
え
付
け
を
行
い
、除
草
を
し
な
が
ら
土
の
中

で
育
て
て
、６
月
に
収
穫
し
ま
す
。虫
は
あ
ま
り
寄

り
つ
き
ま
せ
ん
が
、菌
に
よ
る
病
気
に
か
か
ら
な
い

よ
う
、２
ヵ
月
に
一
度
は
防
除
し
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
は
、収
穫
し
た
ニ
ン
ニ
ク
を「
黒
ニ
ン
ニ

ク
」に
加
工
し
、道
の
駅「
よ
が
ん
す
白
竜
」な
ど
で

販
売
し
て
い
ま
す
。や
わ
ら
か
く
、甘
酸
っ
ぱ
い
黒

ニ
ン
ニ
ク
は
、店
頭
に
出
す
と
す
ぐ
に
売
り
切
れ
て

し
ま
う
ほ
ど
好
評
で
す
。今
後
は
畑
の
面
積
を
増

や
し
て
需
要
に
応
え
、定
植
機
な
ど
を
導
入
し
て

栽
培
の
効
率
化
も
進
め
て
い
き
た
い
で
す
。

旬

私
こ
の
食
材

私
も
作
っ
て
い
ま
す

＊
薄
皮
の
色
が
白
く
て

つ
や
が
あ
り
、粒
が
大
き

く
重
く
硬
い
も
の
を
選

び
ま
す
。保
存
は
ネ
ッ
ト

に
入
れ
、風
通
し
の
良
い

と
こ
ろ
に
つ
る
し
て
お
く

と
よ
い
で
し
ょ
う
。

一
口
メ
モ

ニ
ン
ニ
ク 調理時間

（加熱時間を除く）

30 分

上
岡
　勝
さ
ん
（
68
）

農
事
組
合
法
人
　ふ
か
み
の
郷

代 

表

う
え 

お
か

　
　ま
さ
る

　
「
社
会
福
祉
法
人
ひ
と
は
福
祉
会
（
寺

尾
文
尚
代
表
）
」
は
、
障
害
を
持
つ
利
用

者
の
福
祉
を
目
的
に
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を

し
て
い
ま
す
。
安
芸
高
田
市
向
原
町
に
あ

る
「
ひ
と
は
工
房
」
で
は
、
利
用
者
た
ち

が
栽
培
し
た
同
町
特
産
品
の
黒
米
を
使
っ

た
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
を
「
縄
文
あ
い
す
」

と
し
て
販
売
し
て
い
ま
す
。

　
ベ
ー
ス
の
ア
イ
ス
に
、
炊
い
た
黒
米
を

混
ぜ
る
と
、
ア
イ
ス
は
う
っ
す
ら
ピ
ン
ク

に
色
づ
き
、
黒
米
の
プ
チ
プ
チ
と
し
た
食

感
が
特
徴
の
「
縄
文
あ
い
す
」
が
出
来
上

が
り
ま
す
。

　
黒
米
は
同
工
房
で
20
㌃
の
作
付
け
を
し
て

い
ま
す
。
収
穫
時
に
は
他
の
コ
メ
と
混
ざ
ら

な
い
よ
う
に
作
業
し
、
そ
れ
で
も
混
ざ
る
と

利
用
者
が
手
作
業
で
分
別
し
て
い
ま
す
。
昨

年
は
西
日
本
豪
雨
に
よ
る
川
の
氾
濫
で
田
が

流
失
し
て
し
ま
い
、
今
年
は
別
の
場
所
に
田

を
借
り
て
作
付
け
を
予
定
。

　
同
工
房
の
出
田
広
志
課
長
は
「
訪
れ
る

方
に
喜
ば
れ
る
よ
う
、
続
け
て
い
く
こ
と

が
大
切
。
利
用
者
が
い
き
い
き
と
力
を
発

揮
し
、
頑
張
っ
て
い
る
こ
と
を
伝
え
た

い
」
と
話
し
、
長
年
活
動
を
見
守
る
同
町

の
三
上
信
行
さ
ん
は
「
工
房
み
ん
な
が
イ

ベ
ン
ト
に
参
加
す
る
な
ど
積
極
的
。
い
ろ

ん
な
こ
と
に
挑
戦
し
て
頑
張
っ
て
ほ
し

い
」
と
応
援
し
て
い
ま
す
。

「
縄
文
あ
い
す
」で

黒
米
を
Ｐ
Ｒ

ひとは工房で一番人気の
「縄文あいす」

　
三
次
市
上
田
町
で
有
害
鳥
獣
駆
除
班
と

し
て
活
動
す
る
桧
谷
義
彦
さ
ん
（
72
）

は
、
２
年
前
か
ら
狩
猟
で
得
た
シ
カ
の
角

や
骨
、
イ
ノ
シ
シ
の
牙
な
ど
を
加
工
し

て
、
装
飾
品
作
り
を
し
て
い
ま
す
。

　
素
材
の
形
や
模
様
を
生
か
し
な
が
ら
、

材
料
を
グ
ラ
イ
ン
ダ
ー
や
や
す
り
を
使
っ

て
成
形
、
研
磨
し
ま
す
。
キ
ー
ホ
ル

ダ
ー
、
髪
留
め
、
ブ
レ
ス
レ
ッ
ト
、
ペ
ー

パ
ー
ナ
イ
フ
な
ど
、
多
い
月
で
20
も
の
作

品
を
作
る
こ
と
も
。
「
シ
カ
の
角
は
一
つ

と
し
て
同
じ
も
の
が
な
く
、
面
白
い
。
い

ろ
い
ろ
考
え
な
が
ら
製
作
す
る
う
ち
に
、

新
し
い
作
品
が
思
い
つ
く
こ
と
も
多
い
」

と
桧
谷
さ
ん
は
話
し
ま
す
。

　
観
光
農
園
に
約
30
年
間
勤
め
、
農
園
で

獣
害
を
防
ぐ
た
め
に
狩
猟
免
許
を
取
得
し

た
桧
谷
さ
ん
は
、
退
職
後
、
何
か
新
し
い

こ
と
を
し
た
い
と
考
え
、
狩
猟
で
得
ら
れ

る
も
の
を
使
っ
て
装
飾
品
作
り
を
始
め
ま

し
た
。
完
成
し
た
作
品
は
、
「
川
西
郷
の

駅
い
つ
わ
の
里
」
や
「
平
田
観
光
農
園
」

な
ど
で
販
売
。
観
光
客
か
ら
も
好
評
で
、

販
売
店
か
ら
追
加
注
文
が
入
る
こ
と
も
あ

る
と
い
い
ま
す
。
「
シ
カ
や
イ
ノ
シ
シ
を

獲
る
こ
と
で
、
地
域
の
農
業
意
欲
が
失
わ

れ
な
い
よ
う
に
も
し
て
い
き
た
い
」
と
思

い
を
語
り
ま
す
。

狩
猟
で
得
た
角
や
骨
で

装
飾
品
作
り

三次市

角や骨の形を生かして作った
キーホルダーなど

「お客様に喜んでもらえるものを作っていきたい」と、
ひとは工房の利用者たち

「自分が作った作品でみんなが喜んでくれるのが嬉しい」と
話す桧谷さん

安芸高田市

地域の話題地域の話題
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広島市佐伯区、大竹市、廿日市市

安芸高田市・安芸太田町・北広島町

江田島市、呉市音戸町・倉橋町

三原市、尾道市、府中市、世羅町

福山市、神石高原町

三次市、庄原市

東広島市（安芸津町を除く）、呉市（安浦町・川尻町・
下蒲刈町・蒲刈町・豊浜町・豊町・音戸町・倉橋町を除く）
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〒738-0015
廿日市市本町10-14
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山県郡北広島町春木462-1
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東広島市高屋町稲木283-1
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ひろしま
のうさい

安心と信
頼を届けるコミュニケーション紙

自転車や砂遊びをするのが大好きな、
東広島市河内町の山本知佳ちゃん（5）と

凌平くん（3）。昨年８月に生まれた末っ子の
莉名ちゃんは寝返りができるようになりました。知

佳ちゃんと凌平くんは、進んで莉名ちゃんのお世話をする
優しいお姉さんとお兄さんです。

りょうへい

ち か

り な

表紙写真紹介

神
石
高
原
町

今
井 

壽
史
さ
ん（
74
）

　
　 

ゆ
き
み
さ
ん（
72
）

い
ま

い

ひ
さ

し

特  

集 
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広
島
県
農
林
水
産
局
農
業
技
術
課
で

「
Ｇ
Ａ
Ｐ
」
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
Ｇ
Ａ

Ｐ
と
は
、
食
品
の
安
全
確
保
や
経
営
改

善
、
労
働
環
境
の
整
備
な
ど
、
農
業
を
行

う
う
え
で
守
る
べ
き
基
準
を
実
践
す
る
取

り
組
み
の
こ
と
。
農
業
を
よ
り
よ
く
す
る

た
め
の
ツ
ー
ル
と
し
て
、
農
家
自
身
の
た

め
に
な
る
と
い
う
こ
と
を
お
伝
え
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
学
生
時
代
に
ロ
ッ
ク
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ

を
始
め
、
今
で
も
仕
事
終
わ
り
や
休
日
に

は
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

吉
岡 

弥
生
さ
ん
（
30
）

よ
し
お
か

や
よ
い

広
島
市

き
ら
り

　
損
害
評
価
会
支
所
委
員
に
な
っ
て
６
年
目
に
な
り
ま
す
。
山
間

地
で
耕
作
さ
れ
る
農
家
が
獣
害
に
遭
う
こ
と
に
心
が
痛
み
ま
す
。
そ

う
い
う
と
き
に
農
家
を
支
え
る
の
が
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
だ
と
思
い
ま
す
。

　
夫
婦
で
水
稲
約
１
㌶
と
野
菜
34
㌃
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。
30
年

前
に
始
め
た
カ
ボ
チ
ャ
も
、
今
年
は
４
０
０
本
植
え
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
も
力
を
合
わ
せ
て
頑
張
り
ま
す
。

　
広
島
県
は
昨
年
大
き
な
災
害
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
穏

や
か
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
の

第
6
回 

通
常
総
代
会
開
催

第
6
回 

通
常
総
代
会
開
催


